
 

 

令
和
元
年
第
二
回
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会 

八
月
臨
時
会
会
議
録 

 
令
和
元
年
八
月
九
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
開
議 

 

 

○
出
席
議
員 

 
 

 

一 
 

番 
 

渕 
上 

 

猛 

志 

 
 

 

二 
 

番 
 

伊
豆
丸 

 

精 

二 

 
 

 

三 
 

番 
 

吉 

川 
 

敏 

文 

 
 

 

四 
 

番 
 

井 

本 
 

博 
一 

 
 

 

六 
 

番 
 

池 

渕 
 

佐
知
子 

 
 

 

七 
 

番 
 

貫 

野 
 

幸
治
郎 

 
 

 

八 
 

番 
 

灰 

垣 
 

和 

美 

 
 

 

九 
 

番 
 

籔 

内 
 

留 

治 

 
 

 

十 
 

番 
 

田 

中 
 

慎 

二 

 
 

 

十 

一
番 

 

野 

口 
 

新 

一 

 
 

 

十 

二
番 

 

池 

添 
 

義 

春 

 
 

 

十 

三
番 

 

山 

本 
 

一 

男 

 
 

 

十 

四
番 

 

河 

内 
 

 
 

徹 

 
 

 

十 

五
番 

 

大 

束 
 

真 

司 

 
 

 

十 

六
番 

 

早
乙
女 

 
 

 

実 

 
 

 

十 

七
番 

 

川 

上 
 

加
津
子 

 
 

 

十 

八
番 

 

奥 

山 
 

 
 

渉 

 
 

 

十 

九
番 

 

今 

井 
 

利 

三 

 
 

 

二 

十
番 

 

福 

田 
 

英 

彦 

 
 

 

二
十
一
番 

 

安 

藤 
 

 
 

薫 

 
 

 

二
十
二
番 

 

山 

敷 
 

 
 

恵 

 
 

 

二
十
三
番 
 

畑 
 

 
 

謙
太
朗 

 
 

 

二
十
四
番 

 

松 

尾 
 

 
 

武 

 
 

 

二
十
五
番 

 

竹 

田 
 

光 

良 

 
 

 

二
十
六
番 

 

島 
 

 
 

弘 

一 

 
 

 

二
十
七
番 

 

三 

浦 
 

美
代
子 

 
 

 

二
十
八
番 

 

中 

谷 
 

清 

豪 

 
 

 

二
十
九
番 

 

永 

谷 
 

幸 

弘 

 
 

 

三 

十
番 

 

長 

尾 
 

義 

和 

 
 

 

三
十
一
番 

 

松 

井 
 

匡 

仁 

 
 

 

三
十
二
番 

 

原 
 

 
 

明 

美 

 
 

 

三
十
三
番 

 

阪 

口 
 

 
 

寛 

 

○
欠
席
議
員 

 
 

 

五 
 

番 
 

前 

田 
 

 
 

敏 

 

○
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

企

業

長 
 

永
藤 

英
機 

 
 

 

副

企

業

長 
 

松
本 

要
一 

 
 

 

技

術

長

兼

事

業

管

理

部

長 
 

藤
谷 

光
宏 

 
 

 

理

事

兼

経

営

管

理

部

長 
 

吉
田 

景
司 

 
 

 

経

営

管

理

部

総

務

課

長 
 

小
島 

謙
一 

 
 

 

経
営
管
理
部
副
理
事
兼
企
画
課
長 

 

上
田 

伊
宏 

 
 

 

経
営
管
理
部
副
理
事
兼
財
務
課
長 

 

松
本 

竜
三 

 
 

 
経
営
管
理
部
広
域
連
携
課
長 

 

香
山 

慎
治 

 
 

 

事
業
管
理
部
副
理
事
兼
計
画
課
長 

 

諸
角 

 

誠 

 
 

 

事
業
管
理
部
事
業
推
進
課
長 

 

東
野 

宗
丈 

 
 

 

事
業
管
理
部
契
約
検
査
課
長 

 

浅
川 

浩
克 

 
 

 

事

業

管

理

部

管

財

課

長 
 

岡
先 

雅
史 

 
 

 

経
営
管
理
部
総
務
課
参
事
兼
監
査
委
員
事
務
局
長 

 

濵
田 

雄
司 

 

○
職
務
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

議

会

事

務

局

長 
 

濵
田 

雄
司 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

廣
永 

龍
治 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

中
道 
伸
也 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

森
川
あ
や
め 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

東 
 

沙
紀 

 

○
議
事
日
程 

 

第
一 

議
席
の
指
定 

 

第
二 

議
長
の
選
挙 

 

第
三 

副
議
長
の
選
挙 

 

第
四 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

 

第
五 

会
期
決
定
の
件 

 
 

 
 

 

（
永
藤
企
業
長
挨
拶
） 

 

第
六 

諸
般
の
報
告 

 
 

 
 

 

（
例
月
現
金
出
納
検
査
結
果
の
報
告
） 

 

第
七 

第
一
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
給
水

条
例
一
部
改
正
の
件 

第
一
号
報
告 

平
成
三
十
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告

の
件 

第
二
号
報
告 

平
成
三
十
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算

書
報
告
の
件 

 
 

 
 

 

（
松
本
副
企
業
長
説
明
） 

 

第
八 

第
二
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
監
査
委
員
選
任

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件 

 
 

 
 

 

（
永
藤
企
業
長
説
明
） 

 

第
九 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
派
遣
の
件 

 

○
会
議
に
付
し
た
事
件 

 
 

議
事
日
程
の
と
お
り 



 

 

午
後
一
時
七
分 

開
会 

 

○
濵
田
議
会
事
務
局
長 

皆
様
、
大
変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
選
出
後
、
最
初
の
議
会
で

あ
り
ま
す
の
で
、
議
長
が
選
挙
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地
方
自
治

法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
臨
時
議
長
が
職
務
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
貫
野
幸
治
郎
議
員
に
臨
時
議
長

を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
御
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

御
登
壇
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
貫
野
幸
治
郎
議
員
登
壇
） 

○
貫
野
議
員 

た
だ
い
ま
御
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
泉
大
津
市

選
出
の
貫
野
幸
治
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
臨
時
に
議
長
の
職

務
を
行
い
ま
す
。
も
と
よ
り
議
長
選
挙
ま
で
の
限
ら
れ
た
間
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
員
各
位
の
格
段
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
う
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
貫
野
臨
時
議
長 

た
だ
い
ま
よ
り
令
和
元
年
八
月
臨
時
会
を
開

会
い
た
し
ま
す
。 

 

○
貫
野
臨
時
議
長 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

○
貫
野
臨
時
議
長 

日
程
第
一
、
議
席
の
指
定
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
議
員
の
議
席
は
、
議
事
の
進
行
上
、

本
職
か
ら
指
定
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
貫
野
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い

た
し
ま
す
。 

 
 

議
席
は
、
お
手
元
に
配
付
の
議
席
一
覧
表
の
と
お
り
指
定
い

た
し
ま
す
。 

 

○
貫
野
臨
時
議
長 

日
程
第
二
、
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
に
よ

る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
本
職
に
お
い
て
指
名
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
貫
野
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙

の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
職
に
お
い
て
指
名

す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

本
職
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

議
長
に
畑
謙
太
朗
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
し
ま
し
た
畑
謙
太
朗

議
員
を
議
長
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
貫
野
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
畑
謙

太
朗
議
員
が
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
い
ま
よ
り
畑
謙
太
朗
議
員
の
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が
あ

り
ま
す
。 

 
 

畑
謙
太
朗
議
員
。 

 
 

 
 

（
畑
謙
太
朗
議
員
登
壇
） 

○
畑
議
員 

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
議
長
就
任
に
当
た
り
、
一
言

御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
御
推
挙
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大

阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
藤
井
寺
市
選
出
の
畑
謙
太
朗
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
企
業
団
議
会
の
円
滑

な
運
営
、
府
域
の
水
道
事
業
の
発
展
に
努
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
方
並
び
に
永
藤
企
業
長
を
初
め
と
す
る
理
事
者

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
格
段
の
御
協
力
、
御
鞭
撻
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
甚
だ
簡
単
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
貫
野
臨
時
議
長 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
私
の
臨
時
議
長
と
し
て
の
職
務
は
終

わ
り
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
畑
議
長 

そ
れ
で
は
、
議
事
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

日
程
第
三
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
に
よ

る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
本
職
に
お
い
て
指
名
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
畑
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙
の
方
法

は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
職
に
お
い
て
指
名
す
る
こ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

副
議
長
に
竹
田
光
良
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
竹
田

光
良
議
員
を
副
議
長
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
畑
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
竹
田
光
良
議

員
が
副
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
い
ま
よ
り
竹
田
光
良
議
員
の
副
議
長
就
任
の
御
挨
拶
を

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

竹
田
光
良
議
員
。 

 
 

 
 

（
竹
田
光
良
議
員
登
壇
） 

○
竹
田
議
員 

副
議
長
就
任
に
際
し
ま
し
て
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
方
の
御
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
大

阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
副
議
長
に
就
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き



 

 

ま
し
た
泉
南
市
選
出
の
竹
田
光
良
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

畑
議
長
の
も
と
、
議
員
各
位
の
御
支
援
を
賜
り
、
永
藤
企
業

長
を
初
め
と
す
る
理
事
者
の
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
企
業
団
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
最
善

の
努
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
御
挨
拶
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

○
畑
議
長 

副
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
畑
議
長 

続
き
ま
し
て
、
日
程
第
四
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指

名
を
行
い
ま
す
。 

 
 

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
、
奥
山
渉
議
員
及
び
今
井
利
三
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 

○
畑
議
長 

日
程
第
五
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
畑
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
一
日

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

○
畑
議
長 

た
だ
い
ま
よ
り
企
業
長
の
御
挨
拶
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

永
藤
英
機
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
永
藤
英
機
企
業
長
登
壇
） 

○
永
藤
企
業
長 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
企
業
長
の
永
藤
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

本
日
は
、
令
和
元
年
度
第
二
回
企
業
団
議
会
八
月
臨
時
会
を

招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中

御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
日
の
臨
時
会
に
提
出
を
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
、
条
例
案

一
件
、
人
事
案
一
件
、
予
算
の
繰
り
越
し
に
関
す
る
報
告
二
件

で
す
。
御
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
当
企
業
団
設
立
趣
旨
の
一
つ
は
、
市
町
村
が
共
同
で

用
水
供
給
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

で
あ
る
住
民
の
立
場
で
企
業
の
経
営
改
革
に
努
め
つ
つ
、
水
道

事
業
と
の
連
携
拡
大
を
図
る
な
ど
広
域
化
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
、
府
域
に
お
き
ま
し
て
安
心
・
安

全
な
水
を
安
定
的
、
効
率
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
な

施
設
整
備
や
水
道
統
合
事
業
に
よ
る
運
営
基
盤
の
強
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

府
域
水
道
事
業
の
広
域
化
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、
本

年
四
月
か
ら
新
た
に
六
市
町
の
水
道
事
業
を
承
継
し
、
現
在
、

府
内
九
市
町
村
に
お
い
て
当
企
業
団
が
直
接
御
家
庭
ま
で
水
道

水
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
三
年
四
月
の
統
合
に

向
け
、
藤
井
寺
市
、
大
阪
狭
山
市
、
熊
取
町
、
河
南
町
の
四
市

町
と
も
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
六
年
四
月

に
統
合
予
定
と
な
っ
て
い
る
能
勢
町
と
合
わ
せ
ま
す
と
、
府
域

の
約
三
分
の
一
に
当
た
る
十
四
市
町
村
の
水
道
事
業
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
府
域
一
水
道
に
向
け
た
取
り
組
み

を
と
め
る
こ
と
な
く
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
企
業
団
及
び
府
域
の

水
道
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
御
協
力
を
賜

る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

○
畑
議
長 

企
業
長
の
御
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
畑
議
長 

続
き
ま
し
て
、
日
程
第
六
、
諸
般
の
報
告
を
議
題
と

い
た
し
ま
す
。 

 
 

監
査
委
員
の
例
月
現
金
出
納
検
査
結
果
の
報
告
は
、
お
手
元

に
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
願
い
ま
す
。 

 

○
畑
議
長 

続
き
ま
し
て
、
日
程
第
七
、
第
一
号
議
案
並
び
に
報

告
第
一
号
及
び
第
二
号
「
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
給

水
条
例
一
部
改
正
の
件
」
ほ
か
二
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 
 

議
案
は
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了

承
願
い
ま
す
。 

 
 

議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
副
企
業
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

松
本
要
一
副
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
松
本
要
一
副
企
業
長
登
壇
） 

○
松
本
副
企
業
長 

本
議
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
第
一
号
議
案

並
び
に
第
一
号
報
告
及
び
第
二
号
報
告
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

提
出
議
案
の
表
紙
を
お
め
く
り
い
た
だ
き
、
一
ペ
ー
ジ
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
一
号
議
案
は
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
給
水
条

例
一
部
改
正
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

第
一
条
は
、
田
尻
水
道
事
業
に
お
き
ま
し
て
、
一
部
の
手
数

料
に
つ
い
て
条
例
の
規
定
額
と
実
際
の
徴
収
額
に
そ
ご
が
あ
り
、

条
例
の
規
定
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
こ
と

か
ら
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
に
遡
及
し
て
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

具
体
的
に
は
、
設
計
審
査
手
数
料
と
工
事
検
査
手
数
料
を
個

別
に
一
件
に
つ
き
千
円
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
合
わ
せ
て

一
件
に
つ
き
千
円
と
改
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
二
条
は
、
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て
更
新
制
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
泉
南
水
道
事
業
を
初
め
、
九
水
道

事
業
に
お
き
ま
し
て
、
新
た
に
指
定
の
更
新
手
数
料
を
一
件
に

つ
き
一
万
円
と
定
め
る
と
と
も
に
、
現
在
水
道
事
業
ご
と
に
定

め
て
お
り
ま
す
指
定
手
数
料
も
一
件
に
つ
き
一
万
円
に
統
一
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
各
水
道
事
業
に
お
い
て
取
り
扱

い
が
異
な
っ
て
お
り
ま
し
た
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
指
定

証
の
交
付
及
び
再
交
付
の
手
数
料
に
つ
き
ま
し
て
、
指
定
及
び



 

 

更
新
手
数
料
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
再
交
付
の

み
の
場
合
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
手
数
料
を
一
件
に
つ
き
二
千

円
に
統
一
し
て
定
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
水

道
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
参
照
条
文
の
条
ず
れ
に
係
る
文
言

修
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
三
ペ
ー
ジ
の
附
則
に
記
載
の
と
お
り
、
施
行
日
は
、

第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
改
正
水

道
法
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
令
和
元
年
十
月
一
日
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
水
道
事
業
給
水
条
例
の
規
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
三
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
五
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

第
一
号
報
告
、
平
成
三
十
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道

事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の
件
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ペ
ー
ジ
を
お
め
く
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
六
ペ
ー
ジ
の
水
道

事
業
会
計
（
水
道
用
水
供
給
事
業
）
の
予
算
繰
越
計
算
書
を
お

開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

上
段
の
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

平
成
三
十
年
度
の
水
道
用
水
供
給
事
業
に
お
け
る
建
設
改
良

費
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
関
係
機
関
と
の
調
整
に
日
時
を
要

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
翌
年
度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お

り
、
八
億
七
千
四
百
九
十
一
万
六
千
六
百
四
十
円
を
令
和
元
年

度
に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

下
段
の
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

平
成
三
十
年
度
の
水
道
用
水
供
給
事
業
に
お
け
る
営
業
費
用

の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事
の
施
工
に
伴
い
発
生
し
た
状
況

の
変
化
へ
の
対
応
に
日
時
を
要
し
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
度
繰

越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
、
二
億
百
二
十
万
三
千
百
三
十
六

円
を
令
和
元
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

七
ペ
ー
ジ
の
水
道
事
業
会
計
（
市
町
村
域
水
道
事
業
）
の
予

算
繰
越
計
算
書
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

平
成
三
十
年
度
の
千
早
赤
阪
水
道
事
業
に
お
け
る
建
設
改
良

費
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
関
係
者
と
の
調
整
に
日
時
を
要
し

た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
、
千

六
百
五
十
二
万
百
三
十
三
円
を
令
和
元
年
度
に
繰
り
越
す
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

八
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

次
に
、
第
二
号
報
告
、
平
成
三
十
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の
件
に
つ
き

ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

九
ペ
ー
ジ
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

平
成
三
十
年
度
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
に
お
け
る
建
設
改

良
費
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事
の
施
工
に
伴
い
発
生
し
た

状
況
の
変
化
へ
の
対
応
に
日
時
を
要
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

翌
年
度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
、
一
億
四
千
七
百
十
七

万
九
千
百
六
十
円
を
令
和
元
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

こ
れ
ら
は
、
地
方
公
営
企
業
法
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
繰
り
越
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

以
上
で
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
審
議
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
畑
議
長 

以
上
で
副
企
業
長
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
よ
り
日
程
第
七
の
諸
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 
 

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

福
田
英
彦
議
員
。 

 
 

 
 

（
福
田
英
彦
議
員
登
壇
） 

○
福
田
議
員 

議
席
番
号
二
十
番
、
門
真
市
議
会
選
出
の
福
田
英

彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。
通
告
に
従
い
、
質
問
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

今
回
の
条
例
改
正
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
水
道
法
の
一
部
改

正
は
、
関
係
者
の
責
務
の
明
確
化
、
広
域
連
携
の
推
進
、
適
切

な
資
産
管
理
の
推
進
、
官
民
連
携
の
推
進
、
そ
し
て
今
回
の
条

例
改
正
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制

度
へ
の
更
新
制
の
導
入
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

特
に
、
官
民
連
携
の
推
進
は
、
水
道
事
業
に
関
す
る
公
共
施

設
等
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
設
定
で
き
る
仕
組
み
、
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
導
入
し
、
水
道
事
業
の
事
実
上
の
民
営
化
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
民
営
化
に
よ
っ
て
水
道
料
金
の

高
騰
、
設
備
投
資
が
ま
と
も
に
行
わ
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
噴

出
す
る
中
で
、
民
営
の
水
道
事
業
の
再
公
営
化
が
世
界
の
流
れ

に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
法
改
悪
に
伴
う
具
体
化
に
つ
い
て

は
決
し
て
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
求
め
、
条
例
改
正
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
ま
す
。 

 
 

条
例
案
の
第
二
条
、
別
表
第
五
、
四
十
三
条
関
係
の
と
こ
ろ

で
、
泉
南
水
道
事
業
を
初
め
、
各
水
道
事
業
に
お
い
て
新
た
に

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
指
定
更
新
手
数
料
を
一
件
に
つ
き

一
万
円
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
指
定
更
新
手
数
料
は
、
水
道
法
改
正
に
よ
り
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
制
度
に
更
新
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
も

の
で
す
が
、
こ
の
更
新
制
に
関
し
て
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
現
行
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
は
、
従
来
、

各
水
道
事
業
者
が
独
自
の
指
定
基
準
で
給
水
装
置
工
事
を
施
工

す
る
も
の
を
指
定
し
た
も
の
を
全
国
一
律
の
指
定
基
準
を
設
け

る
こ
と
と
し
て
、
平
成
八
年
度
の
水
道
法
改
正
に
よ
り
制
度
化

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
今
回
さ
ら
に
こ
の
指
定
制
度
に
更
新
制

が
導
入
さ
れ
た
趣
旨
と
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
ま

す
。 

 
 

次
に
、
更
新
制
の
運
用
に
当
た
り
、
厚
生
労
働
省
が
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ

て
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

○
畑
議
長 

こ
れ
よ
り
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

東
野
宗
丈
事
業
推
進
課
長
。 

 
 

 
 

（
東
野
宗
丈
事
業
推
進
課
長
登
壇
） 

○
東
野
事
業
推
進
課
長 

そ
れ
で
は
、
福
田
議
員
の
御
質
問
に
お



 

 

答
え
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ま
ず
は
指
定
給
水
工
事
事
業
者
制
度
へ
の
更
新
制
の
導
入
の

趣
旨
と
制
度
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
の
指
定
制
度
は
、
た
だ
い
ま
議
員
に
お
示
し
い
た
だ
い
た

と
お
り
、
平
成
八
年
の
水
道
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
年
度
か

ら
全
国
一
律
の
制
度
と
し
て
実
施
さ
れ
、
規
定
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
全
国
的
に
も
指
定
を
受
け
る
事
業
者
数

が
大
幅
に
増
加
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
指
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
者
の
名
称
や
事
業
所
の

所
在
地
等
を
変
更
し
た
場
合
、
ま
た
事
業
を
廃
止
、
休
止
、
再

開
し
た
場
合
に
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
届
け
出
が
な
け
れ
ば
事
業
実
態
が
把
握
で
き
ず
、
所
在

不
明
の
事
業
者
が
存
在
す
る
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
指
定
事

業
者
の
資
質
が
継
続
し
て
保
持
さ
れ
る
よ
う
、
本
年
十
月
一
日

に
施
行
さ
れ
ま
す
水
道
法
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
、
指
定
の
有

効
期
間
を
現
在
の
無
期
限
か
ら
五
年
間
と
す
る
更
新
制
が
導
入

さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
更
新
制
の
導
入
に
伴
い
ま
し
て
、
更
新
手
続
が
一
時

的
に
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
現
在
指
定
を
受
け
て
い

る
事
業
者
の
有
効
期
間
は
来
年
度
か
ら
五
カ
年
を
か
け
て
順
次

満
了
す
る
よ
う
に
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
指
定
更
新
制
の
導
入
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概

要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
更
新
制
の
導
入
に
伴
う
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
更
新
手
続
の
機
会
を
捉
え
ま
し
て
、
指
定
事

業
者
が
水
道
法
に
定
め
る
基
準
に
従
い
、
適
正
に
給
水
装
置
工

事
の
事
業
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
手
順
が

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

具
体
的
に
は
、
更
新
手
続
の
申
請
時
に
指
定
事
業
者
を
対
象

と
し
た
講
習
会
の
受
講
実
績
、
主
任
技
術
者
等
の
研
修
会
の
受

講
状
況
や
配
管
技
能
者
の
配
置
状
況
、
ま
た
指
定
事
業
者
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
確
認
を
し
、
助
言
及
び
指
導
に
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

企
業
団
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

指
定
事
業
者
へ
の
確
認
、
指
導
等
を
行
い
、
制
度
の
適
切
な
運

用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

○
畑
議
長 

福
田
英
彦
議
員
。 

 
 

 
 

（
福
田
英
彦
議
員
登
壇
） 

○
福
田
議
員 

答
弁
で
制
度
の
概
要
、
ま
た
厚
労
省
が
出
し
て
い

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
一
定
理
解
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
更
新
制
の
具
体
的
な
運
用
に
当
た
り
、
企
業
団
で
は

現
在
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
登
録
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
答
弁
に
あ
っ
た
更
新
手
続
の

申
請
に
基
づ
き
大
き
く
四
点
の
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
確
認
し
て
い
く
の
か
、
更
新
制
の
運
用
に
つ
い
て
企

業
団
と
し
て
課
題
が
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
と
対
応
の
方
向
性
に

つ
い
て
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

○
畑
議
長 

東
野
事
業
推
進
課
長
。 

 
 

 
 

（
東
野
宗
丈
事
業
推
進
課
長
登
壇
） 

○
東
野
事
業
推
進
課
長 

そ
れ
で
は
、
た
だ
い
ま
の
質
問
に
対
し

て
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

そ
れ
で
は
ま
ず
、
企
業
団
に
お
け
る
指
定
事
業
者
の
把
握
状

況
に
つ
き
ま
し
て
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

企
業
団
の
指
定
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度

の
三
市
町
村
、
今
年
度
の
六
市
町
と
の
水
道
事
業
に
伴
い
、
各

市
町
村
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
工
事
事
業
者
の
指
定
を
承
継
い

た
し
ま
し
て
、
企
業
団
に
お
い
て
引
き
続
き
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
統
合
時
に
は
、
各
市
町
村
の
全
て
の
指
定
事
業
者
に

通
知
を
行
い
ま
し
て
、
そ
の
際
に
事
業
の
廃
止
の
申
し
出
が
あ

っ
た
場
合
に
は
手
続
を
行
う
な
ど
、
現
状
の
把
握
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
行
制
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
指

定
事
業
者
か
ら
の
連
絡
が
な
け
れ
ば
、
廃
止
、
休
止
等
の
把
握

が
で
き
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
般
の
更
新
制
導
入
に

よ
り
ま
し
て
、
実
態
を
よ
り
反
映
し
た
指
定
が
可
能
に
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
更
新
時
に
行
う
指
定
事
業
者
へ
の
確
認
方
法
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
指
定
事
業
者
の
講
習
会
の
受
講
実
績
な
ど
四
項
目

の
確
認
事
項
に
つ
き
ま
し
て
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

ま
し
て
様
式
を
作
成
し
、
指
定
事
業
者
に
提
出
を
求
め
る
と
と

も
に
、
あ
わ
せ
て
講
習
会
の
受
講
終
了
証
の
写
し
を
提
出
い
た

だ
く
な
ど
、
事
実
確
認
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
当
企
業
団
に
お
け
る
更
新
制
の
運
用
に
当
た
っ
て
の

課
題
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
企
業
団
で
は
、
現
在
、

泉
南
水
道
事
業
を
初
め
、
九
つ
の
水
道
事
業
を
も
と
に
、
延
べ

千
四
百
七
十
三
件
の
指
定
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
更
新
手
続

に
つ
き
ま
し
て
も
、
現
在
指
定
を
受
け
て
い
る
水
道
事
業
ご
と

に
お
の
お
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
点
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

制
度
上
は
、
各
水
道
事
業
単
位
の
指
定
で
も
企
業
団
と
し
て

統
一
の
指
定
で
も
差
し
支
え
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
統
合
時
に

は
業
務
の
円
滑
な
承
継
の
た
め
、
当
分
の
間
は
統
合
前
の
実
施

方
法
や
実
施
体
制
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
は
事
務
の
効
率
化
の
観
点
か

ら
、
職
員
、
指
定
事
業
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
等
も
考
慮
い
た

し
ま
し
て
、
更
新
の
手
続
が
一
巡
を
い
た
し
ま
す
五
年
後
の
令

和
六
年
度
を
目
途
に
、
で
き
る
だ
け
当
企
業
団
と
し
て
統
一
の

指
定
と
す
る
方
向
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
畑
議
長 

理
事
者
の
答
弁
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

以
上
で
福
田
英
彦
議
員
の
質
疑
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
池
渕
佐
知
子
議
員
。 



 

 

 
 

 
 

（
池
渕
佐
知
子
議
員
登
壇
） 

○
池
渕
議
員 

議
席
番
号
第
六
番
、
吹
田
市
議
会
選
出
議
員
の
池

渕
佐
知
子
で
す
。
質
問
を
行
い
ま
す
。 

 
 

第
一
号
議
案
の
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の
水
道
事
業
給
水
条

例
一
部
改
正
に
つ
き
ま
し
て
質
問
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
条
例
案
第
二
条
に
関
連
す
る
別
表
第
五
、
第
四
十
三
条
関

係
に
つ
い
て
、
一
の
泉
南
水
道
事
業
か
ら
九
の
千
早
赤
阪
水
道

事
業
に
お
け
る
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
指
定
更
新
手
数
料

及
び
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
指
定
証
再
交
付
手
数
料
が
そ

れ
ぞ
れ
一
件
一
万
円
及
び
一
件
二
千
円
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ら
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
国
の
水
道
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
お
い
て
、
第
二
十
五
条
の
三
の
二
の
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
制
度
の
改
善
策
と
し
て
、
当
該
事
業
者
の
指

定
を
五
年
ご
と
に
更
新
す
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
か
ら
規
定

さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
金
額
に
つ

い
て
は
、
国
が
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
水
道
事
業
者
ま

た
は
水
道
用
水
供
給
業
者
が
み
ず
か
ら
の
責
任
に
お
い
て
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
し
て
も
、
こ
の
金
額
に
す
る
た
め

に
何
ら
か
の
基
準
、
あ
る
い
は
根
拠
を
も
っ
て
算
定
さ
れ
た
も

の
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
こ
の
手
数
料
額
と
な
っ
た
算
定
根
拠

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
金
額
は
、
大
阪
府
内
の
各
水
道
事
業
者
と

同
額
で
し
ょ
う
か
。
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
や
に
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
も
し
同
額
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
差
は
ど
こ
か

ら
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
見
解
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 
 

以
上
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。 

○
畑
議
長 

こ
れ
よ
り
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

東
野
宗
丈
事
業
推
進
課
長
。 

 
 

 
 

（
東
野
宗
丈
事
業
推
進
課
長
登
壇
） 

○
東
野
事
業
推
進
課
長 

そ
れ
で
は
、
池
渕
議
員
の
御
質
問
に
お

答
え
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
関
連
手
数
料
の
算
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
に
必
要
と
な
る
受
付
業
務
、
書
類

審
査
、
文
書
作
成
、
決
裁
、
申
請
者
へ
の
通
知
な
ど
の
業
務
に

係
る
作
業
時
間
を
算
出
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
時
間
に
職
員
の

給
与
単
価
を
乗
じ
た
金
額
を
人
件
費
と
し
ま
し
て
、
こ
れ
に
印

刷
製
本
費
、
通
信
費
を
加
え
た
そ
う
い
う
よ
う
な
計
算
を
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
こ
の
た
び
規
定
を
す
る
新
規
指
定
と
指
定
更
新
の
手

数
料
は
、
指
定
証
の
交
付
を
含
め
た
手
数
料
と
し
て
算
定
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
大
阪
府
内
の
各
水
道
事
業
者
に
お
け
る
手
数
料
の
取

り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

大
阪
府
内
に
お
け
ま
す
指
定
関
係
手
数
料
の
う
ち
、
例
え
ば

新
規
指
定
及
び
新
規
更
新
の
手
数
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
一

万
円
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
把
握
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
手
数
料
は
各
水
道
事
業
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
体
に

お
け
る
算
定
ル
ー
ル
や
職
員
の
給
与
単
価
に
基
づ
き
定
め
る
も

の
で
、
先
ほ
ど
議
員
が
お
示
し
い
た
だ
い
た
と
お
り
一
律
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 
 

ま
た
、
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
は
、
水
道
法
に
よ
り
一

定
の
基
準
や
様
式
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
運
用
の
部

分
は
お
の
お
の
の
水
道
事
業
体
に
委
ね
ら
れ
て
お
る
と
い
う
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
本
手
数
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
水
道
事
業
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
運
用
の
方

法
に
基
づ
き
、
事
務
の
対
価
と
し
て
適
切
に
算
定
し
た
結
果
に

よ
り
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
畑
議
長 

答
弁
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

以
上
で
池
渕
佐
知
子
議
員
の
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 

以
上
で
通
告
の
質
疑
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
日
程
第
七
の
諸
議
案
に
対
す
る
質
疑

を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

こ
の
際
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
休
憩
い
た
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
再
開
の
時
刻
は
、
後
刻
御
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
午
後
一
時
四
十
分
休
憩
） 

  
 

 
 

（
午
後
一
時
四
十
九
分
再
開
） 

○
畑
議
長 

休
憩
前
に
引
き
続
き
議
事
を
続
行
い
た
し
ま
す
。 

 

○
畑
議
長 

日
程
第
七
の
諸
議
題
の
う
ち
、
議
決
不
要
の
報
告
二

件
を
除
く
第
一
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
給

水
条
例
一
部
改
正
の
件
に
対
す
る
討
論
は
、
通
告
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

○
畑
議
長 

こ
れ
よ
り
日
程
第
七
の
諸
議
案
の
う
ち
、
議
決
不
要

の
報
告
二
件
を
除
く
第
一
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水

道
事
業
給
水
条
例
一
部
改
正
の
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る

こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
畑
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
一
号
議
案

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
畑
議
長 

日
程
第
八
、
第
二
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

監
査
委
員
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
を
議
題
と
い
た
し

ま
す
。 

 
 

議
案
は
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了

承
願
い
ま
す
。 

 
 

第
二
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
企
業
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

永
藤
英
機
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
永
藤
英
機
企
業
長
登
壇
） 

○
永
藤
企
業
長 

第
二
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
監
査
委

員
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。 



 

 

 
 

再
度
提
出
議
案
の
資
料
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

議
案
書
の
四
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

監
査
委
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
規
約

第
十
条
第
一
項
に
よ
り
、
二
人
を
置
く
旨
、
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
人
格
が
高
潔
で
、
事
業
の
経
営

管
理
に
関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
任
期
は
、
同
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
四
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ま
で
御
就
任
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
監
査
委
員
二
名

が
本
年
七
月
末
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
か

ら
、
規
定
に
基
づ
き
小
田
利
昭
氏
、
塩
尻
明
夫
氏
を
そ
れ
ぞ
れ

監
査
委
員
に
選
任
し
た
く
、
御
提
案
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

御
審
議
の
上
、
御
同
意
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

○
畑
議
長 

以
上
で
企
業
長
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

日
程
第
八
の
第
二
号
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
通
告
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

日
程
第
八
の
第
二
号
議
案
に
対
す
る
討
論
は
、
通
告
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

○
畑
議
長 

こ
れ
よ
り
、
日
程
第
八
の
第
二
号
議
案
、
大
阪
広
域

水
道
企
業
団
監
査
委
員
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
を
採

決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る

こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
畑
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
二
号
議
案

は
、
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
機
会
に
、
た
だ
い
ま
選
任
同
意
い
た
し
ま
し
た
監
査
委

員
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
 

改
め
て
、
監
査
委
員
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
 

小
田
利
昭
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。 

 
 

 
 

（
小
田
利
昭
さ
ん
登
壇
） 

○
小
田
監
査
委
員 

一
言
御
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

た
だ
い
ま
監
査
委
員
選
任
の
御
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
小

田
利
昭
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

監
査
委
員
の
職
務
の
重
要
性
を
十
分
認
識
い
た
し
ま
し
て
、

与
え
ら
れ
ま
し
た
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
公
正
公
平
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
を
担
う
地
方
公
営
企
業

体
の
監
査
委
員
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 
 

議
員
各
位
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
畑
議
長 

続
き
ま
し
て
、
塩
尻
明
夫
さ
ん
。 

 
 

 
 

（
塩
尻
明
夫
さ
ん
登
壇
） 

○
塩
尻
監
査
委
員 

御
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

た
だ
い
ま
監
査
委
員
選
任
の
御
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
塩

尻
明
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

監
査
機
能
を
通
じ
ま
し
て
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の
事
業

及
び
財
務
の
信
頼
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

正
確
性
、
合
理
性
、
合
法
性
に
意
を
配
し
ま
し
て
、
監
査
委
員

と
し
て
の
職
務
に
誠
心
誠
意
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
方
に
は
御
支
援
、
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
畑
議
長 

以
上
で
紹
介
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
畑
議
長 

続
き
ま
し
て
、
日
程
第
九
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

議
会
議
員
派
遣
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
会
議
規
則
第
百
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
お
手
元
に
配
付
の
と
お
り
、
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
の
浄
水
施
設
等
の
調
査
に
派
遣
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
畑
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
お
手

元
に
配
付
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

○
畑
議
長 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
会
議
を
閉
じ
ま
す
。 

 

○
畑
議
長 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
令
和
元
年
八
月
臨
時
会
を
閉
会

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

午
後
一
時
五
十
六
分 

閉
会 
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長 
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議 
 

員 
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山 

 

渉 
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員 
 

今
井 

利
三 

  


